
















































係が興味深い． 電極間距離がナノワイヤーの長さよ り長いときは， ナノワイヤ一同志の粒





述の通 りであるが， ルツボの温度は800°C， 空気圧は40Paとした． ナノワイヤーとギャッ
プのSEM像を図4に示す． 図（めのように， 得られたナノワイヤーは直線状で長さは約5
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ワイヤーの長さSµm を切るあた りから急激に感度が増大した． ギャップ長が短い場合には
素子全体の電気抵抗における電極とナノワイヤーの界面の寄与が大きく， その界面部分の電
気抵抗が大きく変化するために高 感度が得られるものと思われる．参考のために図5の挿入
図に感度の温度依存性を示した. 100°Cで感度最大が観察された． これは100℃の前後でN02
の吸着状態が変わることを示している． 初めに述べたように， 赤外分光を用いてこの温度依
存性を明らかにしたいと考えている．
プロジェクト成果の応用・効果・構想、
減圧酸素雰囲気中でチタンフィラメントを通電赤熱させてTi02ナノ粒子を作製する方法
を開発したが， これについてはこれまで報告がない． 発明届け提出を検討中である．
(5）利用施設
センサー素子の電極作 りのために3ヶ月に1回程度微細加工装置を利用した．
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